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フ ァ イ ズ の 手 紙 と 書 簡 集 『わ が 窓 の 十 字 架 」

片 岡 弘 次

ファイズは1951年3月9日, ラーワルピンディー陰謀事件の容疑者 として逮捕

された。以後出獄するまで, 妻灰 リス ・ファイズにあてて書いた手紙をまとめた
サリロベロン メレコ ダ リーチエー メン

ものが書簡集 『わ が 窓 の十 字 架』である。この中には135通 の妻への手紙があ

る。初めての手紙は1951年6月7日 付であった。 それは初めの3ケ 月間は, 紙 も

ペンも与えられず, 外部との接触は一切許されなかったか らであった。

ファイズは投獄中幾つかの監獄に移されている。逮捕時にはラーヤルプルの監

獄にいたが, 1951年6月 より1953年5月 までハイデラーバー ドの監獄に入れられ

ていた。そこから92通を灰 リスあてに書いている。その後, 病気治療で行ったカ

ラーチーのジナー病院とカラーチーの監獄か ら6月 か ら8月 の間に35通, そして

残 りの35通 を同じ年の1953年10月 か ら出獄する1955年4月 までに, モントゴメリ

ーの監獄で書いた。 このようにこの書簡集には, 4年 に渡るファイズの人生の様

子や考え方が述べられている。

ミルザー ・ザファル ・ハサンはファイズの伝記を書く計画を立てていた。 しか

しファイズの60歳 の誕生日にファイズと灰 リスに会った際, ア リスの言葉から,

伝記より先にこれ らの手紙をまとめることになった1)。この作業に灰リスの果 し

た役割は大きい。手紙の翻訳に関しその時, 灰リスはファイズの方を指差し, ザ

ファル ・ハサンに 「この人に決して同情 してはいけない」 と言って い る2)。アリ

スはファイズの慌てない性格をよく知ってお り, また, 最初の手紙を得てからそ

の6月 は20年 めにあたっていたからであった。

これ らの手紙の原文は英語であった。そこでザファル ・ハサ ソがウル ドゥー語

に翻訳し, それをもう一度ファイズが見直す という方法が取られた。出版の話が

決まったフ灰イズの誕生 日から6月 までには4ケ 月しかな く, あまりにも期間が

短かすぎ, ファイズは数を100通 に限定することを提案した。 しかしザファル ・

ハサ ンはその一通をも落す ことはよくないと答えた。そこで不必要な部分, 手紙

の冒頭に出て来る灰 リスへの呼び掛けやファイズが手紙を書 くのを忘れた り, 灰

リスの誕生日を忘れたなどということの許 しを乞 う言葉な:どは省略することにし

た3)。
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(98) ファイズの手紙と書簡集 『わが窓の十字架』(片 周)

これ らの手紙は灰リスによって20年 間保存されて来た。当時ファイズから来た

手紙には自付がなく, 受け取った手紙ごとに日付を付けておいたのは, 灰リスの

功績であった。 しか し日付がないことは検閲者の目をはぐらかせる利 点 が あ っ

た4)。これ らの手紙によってファイズの投獄時のことだけでな く, その前後のこ

とも分かる。また当時はファイズの創作力の旺盛な時でもあ り, この書簡集も詩
ダ ス テ サ バ ズィンダのン ナ マ

集 『そよ風 の手』 や 『獄 中 記』 と同 じように作品の一つ として見 なす こ と が

出来る。

ファイ ズの この書簡 集の特徴 は, 40年 か ら42年 の間サ ッジ ャー ド・ザ ヒールが

獄 中か ら妻 ラズィヤ ・サ ッジャー ド・ザ ヒールにあてて書 いた手紙 の書簡集 と同
ナクシニ ズィンダ ン

じである。それ らの手紙をラズィヤが 『獄中の絵』の題名で出版した。その 冊

を彼女は獄中のファイズにも送った。それについて ファイズは灰リスへの手紙で

次のように述べている 「サ ヅジャー ド・ザヒールの奥さんが、彼が40年 から42

年の間獄中にあった時書いた手紙を出版 した。それ らを読む と笑いが出て来る。

彼もたえず私のように、奥 さんの誕生日などを忘れてしまい奥さんに謝まってい

る。私は私のような人が外にもいたことを知 り, 大いに力づけられた」5)。

灰 リスがファイズの手紙を取 って置 こう, そ して将来出版しようとの考えを懐

いたのはその時より始 まった。その考えをファイズに明かす と, ファイズは 「そ

のような話を決めるのに, ここにパ トラス ・ブハー リーがいてくれた らい い の

に。いずれにせよ, もし出版されることになったら, ウル ドゥー語でしたい」と

答えた6)。

監獄の中から出すファイズの手紙は, 検閲を受けねぽならなか った。幾つかの

手紙は検閲で削除されている7)。それ故それらの手紙の中には, ファイズの考え

が充分に表現されていない部分もある。そしてまたファイズ自身, それ らの手紙

は当初 より, プライベー トでな くパブリックであるとも述べている8)。にもかか

わ らず, ファイズが獄中で考えたこと, あるいは家族や灰 リスに対する愛情の表

現もある。更に獄中でガーリプやハーフィズ, さらにモ ー パッサ ン, チェー ホ

フ, ニーチェ, サル トル, エ リオット, イプセン, カフカなどを読み, フランス

語やスペイン語, 灰ラビヤ語, ペルシャ語を勉強していたことも分か る9)。そ し

てこのような世界文学を研究するだけでなく, ファイズはそれらをウル ドゥー文

学の中へ取 り入れ ようともしている。

獄中のファイズにさまざまの人が会いに来た。 ファイズは心の底から感謝の意

をもって会ったことを灰 リスに報告 している。
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ファィズは自分の不在中, 灰 リスが果す一家の主としての責任, 灰 リス の孤

独, 試練を強 く感じている。この書簡集の手紙は, ファイズのそのような感情で

満たされている。彼は灰 リスを絶えず慰め力づけている。灰リスは困難に耐え,

独力の稼 ぎにより, 子供を連れて幾度も監獄に会いに行った。 ファイズはそのよ
イー ド

うな時をお祭 りと考えてしまう10)。そして監獄に妻や子供の写真を置いて見てい

る。 ファイズは言う, 私には3人 の恋人がいると, 灰リスと2人 の子供の。子供

の喜びを聞くとファイズは喜び, もしそ うでないと心配してしまう11)。

これ らの手紙によりファイズの友人関係, 親威関係も分かる。それらの中には

ラスイード・ジャハーン, スーフィー ・タパツスム, パ トラス ・ブハーリー, タ

ースィル, 灰フマ ド・ナディーム ・カース ミーがいる。他にイギリス人で, 1953

年 ファイズの英訳詩集を出した ヴィクタ ・キアルナ ンもいた。更に多 くの他の友

達の話がこれ らの手紙の中に出て来る。ファイズの娘 ミーズは父親の性格の基本

的なものを次のように述べている。「彼の体と命の中には, 私の考え で は, 血の

代 りに愛の, 愛することの川が波 うって流れている。彼は言っている, 多 くの人

を愛せば愛す程, 愛された人達はそれ以上におまえを愛すものだ。それで私も努

力しています, 愛の川の中に身を沈められるように」12)。

ファイズはこれ らの手紙の中で, 進歩主義文学運動を一緒に推進させて来たラ

スィード・ジャハーンの死に, 悲 しみの表現を次のようにしている。「彼女 の モ

スクワでの死のニュースを昨日得た。 もし私が監獄の外にいたら, 激しく泣いた

であろ う。しかし今は泣く涙 もなくなつてしまった」13)。更にとの手紙の中で,

ラスィード・ジャハーンの人間性や彼女の友情, ウル ドゥー文学への貢献も明ら

かにしている。

また監獄の中で短編作家マソトーの死についても聞き, その悲しみを表現して

いる。 マント の死を聞き, 悲しみに耐えない。多くの欠点にもかかわ らず,

私は彼が好きだった。マントーは偉大ではなかったが, 正直で誠実であった14)

ファイズは監獄の中で幾つか ドラマの翻訳 もした。そ して多 くのナズム, ガザ

ルを書いた。 この獄中でのナズムやガザルをまとめたのが詩集 『そ よ風の手』,

『獄中記』である。そ して 『そよ風の手』は1952年 の終 り, 投獄中に出 した。そ

の詩集め出版の考えは投獄された年の9月 から持 った。『獄中記』の中の許 には

その殆 どの詩作 日が銘記されている。 しかし 『そよ風の手』の中の詩にはそれが

銘記されてない。 しかし灰リスへ送った手紙によりそれ らの詩の詩作 日 およそ

推測がつ く。それは詩が出来るたびに逐次その報告もしているか らである。 フナ
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(100) ファイズ 手紙と書簡集 『わが窓の十字架』(片 岡)

イズのこれらの手紙によりその創作活動の動き, 背景も推測できる

ファイズ は監獄で 「暗い道で殺された我等」や 「監獄のタベ」などの優れた詩

を書いた。 ファイズの手紙から当時彼は, エセルとローゼンバーグの手紙を研究

していたのが分かる15)。彼らの上に, 灰メリカの軍事秘密をソ連;に売 り渡した容

疑が掛けられ, 二人は死刑になった。 この詩には, 偉大な目的のたゐうた人間生活

が犠牲にされたことに対 して, 深い同情が示されている。ファイ は灰リスへの

手紙で次のように述べている。 高い理想のために殉教者は死ぬ。だが彼らの 目

的や努力は決して死なない」16)。

フアイズの詩には美しさがある。「監獄のタベ」は為政者に対する 抵抗り 気持

を述べたものである。しかし抵抗の気持を表現する場合でも詩の美しさを忘れな

い。 この詩が出来る時もファイズは詩における美の重要性について, 灰リスへの

手紙で述べている17)。

ある時ファイズは, 灰ブ ドル ・ハキーム博士に監獄でイスラームの歴史を書 く

ように言われ, ファイズは喜んで準備を始めた18)。だがしばらくして, 自分はそ

れにふさわしくないと考え, 取 り止めにした19)。しかしこの時の準備により, フ

ァイズの作品に広い意味での宗教性が現われるようになった。 ファイズは進歩主

義文学者であ り, 共産主義的思想に共鳴していたが, イスラーム教から出て来た

神秘主義に関心を抱き, ファイズの進歩主義, 共産主義は人類愛的になった。

ファイズは灰フマ ド・ナディーム ・カースミーがイクバールを批判 したのに対
ナ クシエ プアルヤのデイの

し20), イクバールを評価 していた。それは詩集 『叫びの刻印』の中の詩 「イクバ

ール」か らも分かる。ファイズは獄中でイクバー・ルからも技法について学んだ

ファイズは言った,「 生き残ってあるもの, それは我々に方法を示して くれ る。

そこには優れた比喩や象徴がある。イ クバールはそれら昔の詩人が残 してくれた

ものを使つた」21)と。これら古典詩人の中にファイズはイクパールを入れ, イ ク

バールのように古い比喩や象徴を時代に即して使い, その中に新 しい意味を加え

た。

判決が出るまで多 くの人は, そしてファィズ自身も死刑の判決を予測 した。 し

か し1953年1月, 判決が出ると死刑ではなかった。判決前の詩には死刑を予測す

る詩 も少なくない。それ と同じく手紙にも緊張感があった。だが判決後は残 りの

刑期を数える文面 もある22)。更に長い監獄生活からの倦怠感を伝える次のような

ものも少なくない。「我々の監獄は, 何か外の国の一隅のように見える。こ こ に

はこの世の出来事は何も起 っていないようで, 人間生活の危険や試練はないよう.
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ファイズの手緯と書簡集 『わが窓の十字架』(片 岡) (101)

に見える。ここでは生活の実感がない。生 も死 もなく, 笑った り泣いた り愛した

り喧嘩した りする人間は, 小説の中の人物のようにしか見えない。 このようなこ

とを感じられるために, 我々は想像力を働かせるように努めねばならない」23)。

他の手紙の中では次のように述べている。 自然が人間に, 人間もまた数ケ月間,

どこか地下で無意識の状態で過 し, そして再び新 しい空気を吸いに外に出てこれ

る能力を与えて ぐれなかったのは残念である。ち ょうど多くの時間, 無感覚で半

分は眠った ような状態で過ごし, そして考えた り感じた りして汗が出て来るよう

な, そ ういう能力が与えられなかっためは残念である」24)。獄中生活が3年 半た

った時, この半睡眠の状態を次のように述べている。「この頃, 半睡眠のよ うな

状態である。 日はあたかも頭の上を通 り過ぎて行 くだけのように見える。そして

今は何曜日なのか, 何 日かも思い出せない」25)。更にある手紙で気の滅入る監獄

の夕暮れを次のように伝えている。 「今, 夕方の5時 である。日は傾いた。 もう

数秒間のうちに, 壁や木立の上の赤味を帯びた灰色の明 りは消えて行くだろう。

鳥の声も聞えなくなるだろう。そ して時間は止まるだろう。しかし沈み行く日の

悲 しみだけは今も真実である, 今まで残っていたところの。夜が, その死の確信

と翌朝に生まれる希望をもって来てくれないだろうか」26)

これらの手紙の中には, 監獄で見た雨期や季節の移 り変わ りの様子も繰 り返し

出て来る 更に子供時代の思い出や 自分の履歴まで語っている。例 え ば,「1911

年, スィヤールコート誕生, 灰ラビ灰語の初等教育をマスジッドで受ける。その

後ガバメンタル ・カレッジ ・ラーホールで学ぶ。二冊の詩集を出す。即ち1940年

押叫びの刻印』,1952年 『そよ風の手』。さまざまの評論を 書 く。既婚。ヘ ビー ・

スモーカー」27)。

またある手紙では灰 リスが送って来た質問表にも答えている。これらはすべて

長い獄中生活を生気あるものにするための工夫であったのであろう。現実の生活

か ら切 り離され, その期間が長けれぽ長い程, 孤独にさいなまれ精神 は沈 滞 す

る。ファイズの獄中生活の後半にはこの憂 うつを感じさせる部分がある。

しかしファイズの大きな特徴はこのような状態においても決 して将来に対する

希望を失なっていないことである。それはファイズの楽天主義によるもので, 詩

にも手紙にも見える。投獄の当初でも次のように述べている。「ここに着い て か

ら恐怖や危険な感じはなかった。 この感じは以前にもなかった。なぜなら私は道

徳的に罪となることを何もしていなかったからである。法的に罪を負わねばなら

ないことを何もしていなかったからである」28)。あるいはまた次のようにも述べ
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(102) ファイズの手紙と書簡集 『わが窓の十宇架』(片 岡)

ている。「もともと自分の心の中で罪を犯したことがないなら, 人はその個人 に

振 り掛 って来る逆境や別離に耐えることが出来る。それに対し罪の意識や自分を

欺いた感じがあると, 対処の仕様がない」29)。

このファイズの楽天主義は明るい将来が必ずやって来るとい う確信に基づいて

いる。それ故, ファイズの考え方にはイクバールと同じく懐疑的な 所 が な い。
ムラーカー ト

『獄中記』の中の詩 「出会い」の中の一節で次のように言 う。この夜が与え た 悲

しみ/こ の悲しみは夜明けの確信/悲 しみ より慈深き確信/夜 より偉大である夜

明け。 この詩にはファイズの苦痛が表わされているが, それと共に安心の表現で

もある。 このことはファイズのこの書簡集についても言える。

1) (ed) Mirza Zafar-ul-Hasan, "Salibe Mere Dariche Men", Pak Publisherz Ltd.,

1971年6月, p. ze

2)同 掲 書p. 春e

3)同 掲 書P. kaf

4)同 掲 書P. ze

5)同 掲 書 手 紙29, 日付1952年3月25日, pP. 51～52.

6)同 掲 書 手 紙79, 日付1953年4月11日, p. 128.

7)同 掲 書 例 え ば 手 紙3(日 付1951年6月24日)で は 検 閲 に つ い て 述 べ て い る。 手 紙

6(日 付1951年8月2日)の 二部 を削 除。 手 紙32(日 付1952年4月22日)で は 名 前 を

明 か さな い。 手 紙57(日 付1952年9月6日)の 一 部 は 削 除。 手 紙118(日 付1954年9

月24日)で は名 前 を 明 さな い。

8)同 掲 書 手 紙2, 日付1951年6月14日, p. 3

9)同 掲 書 手 紙5, 日付1951年7月23日, p. 7(ア ラ ビ 灰 語)手 紙7, 日付8月17

日, p. 9。 手 紙13, 日付10月15日, p. 19。(チ ェー・ホ フ)手 紙14, 日付10月30日, p. 21

(モ ーパ ヅサ ソ)手 紙17, 日付11月28日, p. 26。(チ ェ ー ホ フ)手 紙26, 日付2月2

日, p. 38。 手 紙26, 日付2月22日, P. 43。(灰 ラ ビ灰語)手 紙29, 日付3月25日, pp.

51～92。 手 紙41, 日付6月21日, p. 72(ニ ー チ ェ)手 紙50, 日付9月15日, p. 84。 手

紙59, 日付11月10日, p. 98。 手 紙71, 日付1953年1月16日, p. 113。 手 紙75, 日 付2

月4日, p. 118。 手 紙81, 日付3月24日, p. 81。(フ ラ ンス 語, ペ ル シ ャ語)手 紙85,

日付4月19日, p138。(イ プセ ン)手 紙89, 日付5、 月23日, p. 143。(ホ ー ス タ ー)手

紙90, 日付5月29日, p. 145。(フ ラ ソス 語, ス ペ イ ソ語)手 紙95, 日付7月7日, p

152。(サ ル トル)手 紙101, 日付10月12日, p. 143。(ニ コル ソ ン)手 紙103, 日付1954

月2月21日, p. 164。(哲 学)手 紙106, 日付5月22日, p. 167。 手 紙112, 日付7月21

日, p. 173。(エ リオ ッ ト)手 紙113, 日付7月27日, p. 174。(オ ス カー ・ワイ ル ド,

チ ョーサ ー, ホ ーマ ー)手 紙116, 日付8月25日, p. 180。(イ プセ ソ)手 紙119, 日付

11月19日, p. 184。(料 理)手 紙124, 日付11月29日, p. 190。(カ フ カ)手 紙127, 日付

1955年1月7日, P. 194。 手 紙135, 日付4月9日, p. 202。(デ ザ イ ン)

-367-



フ ァイ ズ の手 紙 と書 簡 集 『わ が 窓 の 十 字 架 』(片 岡) (103)

10)同 掲 書 手 紙22, 日付1952年11日22日, p. 37。

11)同 掲 書 手 紙2, 日付1951年6月7日, p. 2。 手 紙9, 日付1951年8月10日, p. 12。

手 紙50, 日付1952年9月15日, p. 83。 手 紙106, 日付1954年5月22日, p. 168。

12) Dr, Ayyub Mirza, "Ham Ke Thahare Ajnabi" Shirin Gul, Rawalpindi 1979, p.

195.

13) (ed) Mirza Zafar-ul-Hasan. "Saliben Mere Dariche Men" Pak Publishers Ltd.,

Lahre, 1971年6月, 手 紙47, 日付1952年8月9日, p. 80。

14)同 掲 書 手 紙128, 日付1955年1月27日, p. 196。

15)同 掲 書 手 紙106, 日付1954年5月22日, P. 167。

16)〃 〃 〃

17)同 掲 書 手 紙39, 日付1952年 月6月6日, PP. 69～70。 手 紙52, 日付1952年10月2

日, p. 87。

18)同 掲 書 手 紙84, 日付1953年4月26日, p. 136。

19)同 掲 書 手 紙91, 日付1953年6月8日, p. 145。

20) (ed) Khalig Anjam "Faiz Ahmad Faiz" Anjuman Taraggi Urdu Hind, Dehli,

1985, p. 286.

21) Dr. Ayyub Mirza, "Ham Ke Thahare Ajnab. i" Shirin Gul,Rawalpindi, 1979,

p. 1380
22)同 掲 書 手 紙73, 日付1953年1月19日, p. 115。 手 紙76, 日付1953年2月8日, p.

119。 手 紙103, 日付1954年2月21日, p164, な ど。

23)同 掲 書 手 紙80, 日付1953年4月18日, p. 128。

24)同 掲 書 手 紙83, 日付1953年4月21日, p. 134。

25)同 掲 書 手 紙120, 日付1954年10月15日, p. 185。

26)同 掲 書 手 紙122, 日付1654年11月11日, p. 187。

27)同 掲 書 手 紙114, 日付1954年8月25日, p. 177。

28)同 掲 書 手 紙1, 日付1951年6月7日, p2。

29)同 掲 書 手 紙9, 日付1955年8月28日, pp. 12～13。

<キ ー ワ ー ド>文 学, フ ァイ ズ論, フ ァイ ズ

(大 東 文 化 大 学 教 授)

-366-


